
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №88 総合型地域スポーツクラブ育成事業 担当課 生涯スポーツ課 予算費目名
款 項 目 

      

事業概要 

及び目的 

すでに設立されている総合型地域スポーツクラブの自立と新たな第 4 地区の総合型

地域スポーツクラブ育成を支援することで、本市の生涯スポーツを推進するととも

に、地域コミュニティの活性化、スポーツを通じたまちづくりに寄与することを目的

とする。 

成 

果 

目 

標 

成果指標
① 会員数 

② クラブ数 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 0 0 0 0

計画値 
① 1,200 人 

② 4 

決算額（単位：円） 0 0 0 0

従事職員数 2 2 2 2

事業の 

位置づけ 

章 １ 豊かな人間性と暖かさを育むまち ★左記施策（号）との結び付き 

本事業の実施により、自主的なスポーツ活動への取り組みが広がり、「一市

民・一スポーツ」の具体化が図られ、総合型地域スポーツクラブの活動が、

活力あるコミュニティ形成の実現に貢献することができる。 

従事延べ日数 30 30 30

節 １ 豊かな人間性を育む教育の推進 

民間活力の導入

現状は？：■実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある □余地なし 

項 １ 生涯学習、生涯スポーツ 芸術・文化活動の振興 相手は？：□市民  ■市民活動団体  □企業・学校等 

号 ２ 生涯スポーツ活動の推進 形態は？：共催事業 

2．進捗状況 平成２１年７月２４日記入  平成２２年６月２日記入  平成２３年４月 19 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定   
実施計画の予定

年度終了後 
未実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 

実施計

画上の

予定 

設立準備 
実施計画の予定

年度終了後 
24 年度 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 

実施計

画上の

予定 

設立準備 
実施計画の予定

年度終了後 
24 年度 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・６回の総合型スポーツクラブ連絡協議会を開催した。 

・千葉県スポーツ交流大会の参加 

・クラブ指導者育成研修会の開催 

総合型地域スポーツクラ

ブ設立がまだ設立してい

ない地区は、スポーツ施設

が不足しており、また今あ

る施設も、既存団体が使用

していることから、新たに

入り込む事は難しい。 

・６回の総合型スポーツクラブ連絡協議会を開催 

・クラブ指導者育成研修会の開催 

・市の健康推進事業を総合型スポーツクラブへ委託して実

施 

クラブ設立及びその後

自主運営していくため

の人材や、既存団体によ

るスポーツ施設の使用

により、新たなクラブが

活動する施設が不足し

ているため 

・６回の総合型スポーツクラブ連絡協議会を開催 

・市の健康推進事業を総合型スポーツクラブへ委託して実施 

・総合型地域スポーツクラブ周知のためのチラシを作成し

配布 

クラブ設立及びその

後自主運営していく

ための人材の選定が

難しいことと、既存

団体によるスポーツ

施設の使用により、

新たなクラブが活動

する施設が不足して

いるため 

継続している 

事項 

・ 

・ 

・ 

・第４地区総合型地域スポーツクラブの地区の選定 ・第４地区総合型地域スポーツクラブの地区の選定 

・既存学校体育施設の活用について検討 

未着手事項 

・新規の総合型地域スポーツクラブを立ち上げるために、

地区の選定、指導者への説明等。 

・ 

・ 

・新規の総合型地域スポーツクラブ設立に向けた指導者へ

の説明、クラブハウスの整備 

・新規の総合型地域スポーツクラブ設立に向けた指導者へ

の説明、クラブハウスの整備 

 

改善案 

・今後、地域のスポーツ指導者等へ第四地区設立の為の意

見交換、研修等を行っていく 

成果指標 ・新規総合型地域スポーツクラブの設立と共に、既存の総

合型地域スポーツクラブの地域を拡大することにより、

当面の未設立地域を解消することについても検討して

いく 

成果指標 ・既存の学校体育施設を拠点とすることにより、スポーツ

施設を確保するとともに、該当する地区の体育指導委員や

市民スポーツ指導員との連携・協力を得ながら新規総合型

地域スポーツクラブの設立を方向づけていく。 

成果指標 
実績値 

1121 人 

3 

達成率 

93% 

75% 

実績値 

1,165 人 

3 

達成率 

97％

75％

実績値 

1019 人

3 

達成率 

85％

75％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 30 日協議実施  平成 22 年 6 月 4 日協議実施  平成 23 年４月 20 日協議実施 

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持  ○   

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

 

成

果

の

方

向

性 

拡充   ○  

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

「成果の方向性」は、すでに立ち上がっているクラブは活発に活動が行われ、自主

運営が確立している。 

「コストの方向性」は、クラブを立ち上げる地区の選定等がまだ決定していない状

況であることから、事業費等はかかっていない。 

★上記を選択した根拠 

「成果の方向性」は、全市に拡げる事を計画を計画に位置付けているため 

「コストの方向性」は設立のための準備費用等の経費 

★上記を選択した根拠 

「成果の方向性」は、全市に拡げる事を計画を計画に位置付けているため 

「コストの方向性」は設立のための準備費用等の経費 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

総合型地域スポーツクラブが設立されていない地区については、施設の確保や設立

の為の人材等を含めて、各種団体と検討を行っていくことが必要。しかし、スポー

ツ施設が乏しい事や既存の施設はすでに多くの人で使用されていることから、今後

は、既存団体との話し合いも必要と考える。 

拠点となる施設の確保や人材の発掘に向け各種団体との検討を引き続き実施すると

共に地区の区分けについても検討していく 

拠点となる施設の確保や人材の発掘に向け各種団体との検討を引き続き実施すると

共に、区の区分けについても検討し、既存の総合型地域スポーツクラブの地域を拡

大することにより、当面の未設立地域を解消することについても検討していく 

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 ■検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の中で、クラブがより自主自立していく方

策について、検討している。 

□実施 □一部実施 ■検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

拠点となる施設の確保や、人材等の発掘ができていなかった事から、引き続き検討

していく 

□実施 □一部実施 ■検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

既存クラブの地域拡大も含め、引き続き検討していく。 


